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精 製 ツ ベ ル ク リ ン,K.P.T.の

力 価 検 定 成 績 に 就 い て

金沢大学医学部日置内科教室(主 任 日置教授)

石川県衛生部医務課

高 崎 秀 雄

(昭 和28年9月12臼 受付)

縄 百

しわゆる精製「ツベルクリン」は米国においてSeibert

の研究に創まり,そ の得たる製品をP.P.D.と 称 するこ

とは周知の如くである｡次 いでわが国においても,大 体

同法を踏襲して作製せる九大戸田教室のπあり,叉 これ

と趣を異にして伝研武田教授のT.A.,金 大 岡本教授等

の0.A.T.等 が その力価において等価 もしくはそれ以上

とも報告されている｡か くてその力価においていずれも

漸次成績の向上を見,そ の収蚤においても甲乙なきに至

つたもののようであるが,無 論 これ等の成績は作製の度

毎にその価を変ずるが如きものであつてはならない｡そ

れには独 りその分離操作に充分な工夫を必要とするのみ

ならず,又 適当な原株を選定 し,培 養条件を一定にする

ことが甚だ肝要であるo

然 るに当教鵠 倉金もまた近年 「ツベルクリン」の精

製に従事 したが,今 その要 とする処を述ぺんに,か りに

Seibert等 の限外濾過による場合,濾 過を可及的迅速に

施行することが等力価のものを得るに甚だ必要なる条件

なりとし,こ れがために氏独特の簡単な限外濾過装置を

創案 した｡し かしてあたかもこれと前後し,Heckly,

Watsonも また同様の迅速濾過に就 きその報告を行つた

が,こ れ等の研究は全 く両者無関係に行われたものであ

る儒)｡今 倉金の得たる精製「ツペルクリン」をK.P.T.

と呼 び,薯 者は同氏法に従つて各 く時期を異にしてその

精製に従事,氏 の得たるものに加えて前後7種 のものに

就き,お よそ4000名 に難んとする被検例に就き標準 「ツ

ペルクリン」(予研分譲)と 比藪検討 し,両 者を比較検討

する処があつたので今その成績を報告する◎

(証)昭 和27年6月13日 文部省科学研究費総合

研究結核研究委員会細菌科会席上に発表せられた｡当 時

本邦において迅速濾過の件に就き発表されたものなし｡

実 験 方 法

A)精 製「ツベルクリン」,K・P・T・の作製

実験に供したK・P・T・ は,下 記の通 り作製された褐

色粉末てある｡

1)菌 株:人 型結核菌H2株

2)培 地=Saut伽 培地,但 し「アスパラギン」の代 り

に「グルタミン駿 ソーダ」を使用す｡

3)培 養 期間:10乃 至12週 間

4)作 製の方法 倉金の方法に従つて,要 約第1表 ゆ

如 く作成した｡

5)作 製年月日

製造番号 作製年月日

101号 昭和26年10月18同

201号 昭和27年5月16日

205号 日召和27年10月7日

207号 昭和28年3月20日

208号 昭和28年4月20日

209号 昭和28年3月3日

210号 昭和28年7月3日

盈)検 定方法

1)K・P・T・ 稀釈液の調製:K、P｡T、 粉末5.Omク 或い

は2・5mfiを化学天秤にて秤取し,可 及的少量の減菌1ん ロ

苛性曹達溶液に溶解せ しめ,更 に滅菌0,5%石 炭酸加生

理的食塩水にて稀釈 し,そ のO・1ee申 にK・P・T.0・2γ

乃至O・1γを含有するに至つた｡こ れを滅菌「ガラスフィ

ルター」にて濾過後,滅 菌「アンプル」に封入し実験に供

した｡

なお,実 験はいずれもK.P.T.稀 釈液作成後1カ 月以

内に行つたが,後 述の如 く独 りK・P.T.作 製後問もな く

実験に従事せるものの外に,同 粉末を約1力 年真空塩化

カルシウム乾燥器中に貯え,同 物質に就き同様溶液を調

整 し,そ の力価を検定 した場合もある｡

2)標 準 「ツベルクリン」:KP・T・ の力価比較に使用

する旧「ツベルクリン」は,国 立予防衛生研究所より分譲

せられた所謂標準 「ツベルクリン」2㎜ 倍稀釈液(以

下「O・T・」と略記する◇)を 使用した｡な おこの際実験に

供 したO.T.は 昭和27年8月20日 製造のN).24で ある｡

3)被 検者:結 核予防法(昭 和26年3月 法律第96号)

第4条,第5条 及び第13条,第14条 の規定に基 く健康診

断及び予防接種 を石川県沓保健所が委託乃至委任を受け

て実施せる際に,著 者立会の下に両種「ツベルクリンJの

接種を同時実施した｡し かも同一K・1λT・稀釈液にっい

て,例 数は250以 上 になるが如 く配意 した｡但 し,精 製

「ッベルクリン」の皮内反応惹起力は,自 然感染者に対す

る場合と,8・C・G・ 陽転者に対する場合とでは周知の如
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第1表

K.P・T.の 作 製 方洗

結核菌培養液

加熱滅菌

Reiche1細 菌 濾過 器 に て濾 過

限外濾過

瀕條(
蒸溜水 を補給しつつ濾過
廃液中にCl'を 証せざるに
至る)

濃縮

(元額 の瑞｡容 迄)

Seit3濾 過 器 にて濾 過

十HC1を 厭 る(PH4.・-4・6)

遠 心

沈 澱

i
塩酸酸性水(PH4・6)
にて洗瀞,遠 心(数 回)

rエ ー テ ノレ ・ア ル 繋 一 ノレ」

(1:1)に て 洗 諜

真空乾燥

褐 色 粉 末

〔K.P.T｡〕

1
上澄

くそれぞれ相違があるので,実 験には過去満1力 年以内

におけるB・C.G・ 被接種者は尽 くこれを除外 した｡

4)接 種部位:一 側(主 として左側)前 腕屈側の中

央からやや中枢側と末梢側に約6cmの 間隔を置き,そ

れぞれO.T.,K.P・T・ を接種 した｡又 この際接種部位

による誤差を可及的避iけるため,半 数宛接種部位を交換

施行 した｡

5)接 種方法12.Occの 「ツベルクリン」注射筒及び

ヲ4針を用い,両 種「ッ・ミルクリン」共そのO・1ec宛 を皮

内に接種 した｡

6)判 定:接 種後48時 問判定に拠るe判 定に際して

は,結 核予防法施行規則(昭 和26年 厚生省令第26号)第

2条 第2項 の基準により,判 定の記録については,同 規

則別記様式第3の 要領に準 じた｡

7)Ratioの 計算法;Ratioは,柳 沢が最も適切であ

ると提唱した方法,す なわち標準液により確実に10mm

以上の発赤を示せるものにおいて(し かも一側にでも強

反応一二重発赤 ・水泡一のあるものを除 く),試験液によ

る発赤の大いさの総計を標準液による発赤の大いさの総

計で除して求めた｡

実 験 成 績

IKP・T.とomと の力価に関する比較

a)K.P｡T.0.2Y接 種 の場合

K・PMを0・2Y接 種 した場合の成績は第2表 に示す

如くである｡す なわち7Lots申5Lotsに おいてKP・T・

のO・T・ に対するRatbは1.06乃 至1.08で あつた｡

なお,陽 性率の外硬結触知率 ◆=二重発赤発生率 ・水泡発

生率を検するに,いずれもK.P.T.の 方がO.T.よ りも

稽 丸高 く出現する傾向にあつた｡特 に製造番号207号 品

はRatiG1.14と い う高価を示 したが,陽性率｡硬 結触知

率 ・二重発赤発生率 ・水泡発生率は他種類のものと大差

がなかつた｡又Ratieの 最 も低い製造番号209号 品に

あつてもこれ等は略 ζ同様であつた｡

又第3表 により発赤径に関 す る度数分布表を作製,

K・P・T・O・2γとomと の成績を比較検討しても,0.T.

のM± δは19.5±12.83,K.P｡T.のM± δは21.4

±13・86と な り,両 者の平均値を比較するにMユ ～Mガ

ン正汗 可 こ43>3と な り・ 発赤径の大v'さ について

は,明 らか にK.PMの 方 がO,T.よ りも大 き く,平 均

値 に お い て1.9mmの 差 異 が 見 られ た｡

以 上 の威 績 よ り,K.PMO.2γ の力 価 ま,omよ り

も梢 ζ高 価 であ る とい え る⇔

b)KP｡T.0.1Y接 種 の場 合

K・PMを0・1Yl接 種 した場 合 の成 績 は 第4表 に示 す

如 くであ る｡す なわ ちK・P・T・7Lotsの うち4L0tsの

o・T・ に対 す るRati・ はo・86乃 至o・88に して,他 の

3L0tsの それ は0.96乃 至0.99で あつ た ◎ な お,陽 性

率 の外 硬 結 触 知率｡二 重 発 赤 発生 率 ・水 泡 発生 率 を検 す

るに,こ れ 等 の 出現 頻 度 はom,K.P・T・ 共 殆 ん ど相 等

しい か,或 い はO、T.の 方 がKP.T.よ りも稽 嵐高 か

つ たo

叉 前 同様KP.T.0.1γ と0.T.に よ る発 赤 径 につ い

て の度 数 分 布 を作 製,そ の平 均 値(M)と 標 準 偏 差(δ)

を求 め て第5表 に これ を示 した が,O・T.のM± δ は

19.7±13.14,K.P.T.のM± δ は18.4±12.28と な

り,両 者 の 平均 値 を比 較 す る にM1～M2ん/n)・'+ma=
ユ ぽ

3.1>3と な り,発 赤 径 の 大 い さにつ い ては,明 らか に

0・T・ の方 がK・P・T.よ り も大 き く,平 均 値 にお い て

1.3mmの 差 異 が 見 られ た6

す な わ ち,Ratioで はK.P.T・o・1Yの 力価 は,O・T・

と略 く等 価 で あ る もの3Lots,稽 ζ低 価 であ る もの4L｡ts

を 認 め しめ,発 赤 径 の大 い さ につ い て7Lots綜 合 考 察

す るに,K・P・T・O・1Yの 力価 はO｡T.よ り も僅 か に低 価
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第2表K.P.T.0.2Y接 種成績

第1回 実験

製造番号101号

製造年月目 昭和26年10月18日

接種年月日 昭和28年1月22目

被 検 者 鳳至郡町野中学校生徒,鳳 至郡宇出津町一般住民

霧 暴陵葺Ratio
陰 牲 疑陽性 腸 性 二重発赤硬 結

画%側%周 房刷%側%人 員移

藷7293i、.｡6ト 翻 ト鑑{窮 麗…ll瑠器 器i器」1

第2回 実験

鵬 番号201号 ・

製造年月日 昭和27年5月16日
接 種年月日 昭和28年1月10日,21日

被 検 者 鳳箆郡町野町一般住民,鳳 至郡町野小学校生徒

撚 賛画
藷29・1、x6

陽 性i 硬 結 二重発赤疑陽性陰 性

刷%刷%人 員1%人串 側%人 員1%
196.625387.2186.2

25688.3196｡5155｡2

であつたo

HK・P・T・ の力価保持に就い

て

前記実験はK・P・T・溶液作製後

1カ 月以内に行われたるは既述の
水 泡 如 くであるが

,K・P・T・ そのもの

の作製後実験までの経過期間は第0

「 α§6表 の如 く相違したo然 るに製造

番号101号 品の如 く15カ 月を過

ぎたLotで あつても,他 の僅か

1カ 月乃至3カ 月しか経過 しない

Lotに 比 して,そ の皮内反応惹漣

水 泡 力には何らの遜色を認 め なかつ

た｡K・PM粉 末は,こ れを長期

謬調 器{…1{-ll鵬 間保存するも力価の低下峡 さな

第3回 実験

製造番号205号

製造年月日 昭和27年10月7日

接種年月日 昭和27年12月3日,13日

被 検 者 鳳至郡宇出津小学校生徒,江 沼郡理容師 ・美容師

霧 籔 賛距ti◎7

陰 性 疑陽性 陽 性1硬 結 二重発赤一 皿皿 一 水 泡皿

人員}%人 員%人 員図 人員%國%側%

藷12551、.｡8一 釜i器 辮 暑譲謝 響1…羅 携 一濁
2.7

3.1

第4回 実験

製造番号207号

製造年月日 昭=和28年3月20日

接種年月目 昭和28年5月11日

被 検 者 石川郡白峰小 ・中学校生徒,同 桑島小 ・中学校生徒

T,の

種 類

0.T.

K.P.T.

種
員
接
人

1267

Ratio

1.14

鑛 網 蘇 麟 群 人諺
強 舞 腰i畿 ほlll謂ト器劉4｡.lll卜麗

第5回 実験

製造番号208号

製造年月日 昭和28年4月20日

接 種年月日 昭和28年5月27日

被 検 者 珠洲郡靖島小｡中 学校生徒

T.の

種 類

O.T.

KP｡T｡

契 萱Rati◎

!254

}1.07

陰 性 疑腸性 陽 性 硬 結

側%人 員i%刷%順%倒
155.9249.4

145,5239.1

泡水

%則人矧頃

語匿騰欝閤器 書
0.8

範

第6回 実験

製造番号209暑

製造年月日 昭和28年3月3日

接種年月日 昭和28年6月10日

被 検 者 珠洲郡松波小｡中 学校生徒

轟 雛 賛Rat1・

陰 性 疑陽性

側%側%

離 観25・1、f｡陽 器 ト辮

陽 性

側%人 員昭%人

調器…1

硬結賦 嚇
7
水 泡

周%

醤鵬蓄需竃ト壽

いことが明らかである｡

皿K・P・T・ 作製に要する限外

濾過時間と力価 との関係に

就いて

K・P・T・の作製に要 した限外濾

過時間と力価 との関係は第7表 に

示す如 くである｡す なわち,限 外

濾過に192時 間を要 した製造番号

101号 品の0・Tに 対するRatio

はO・2γ の場合1,06で,10乃 至

20時 間台の限外濾過をもつて作製

された他のLotと 略it等 価であ

つた｡12乃 至26時 間の限外濾過で

作製された諸製品の間にも,濾 過

時聞と力価に関 しで何等特別な規

則が見出されず,大 体一定した価

を示している｡こ れを要するに相

当短時間に操作が行われても何等

力価に影響を及ぼさぬことが知ら

れるo'

IVK・PMの 副作用

判定に際し副作用を簡単に調査

したが,発 赤径の特に大きかつた

少数の人において,一 側 の前腕に

2個 所接種したためか,従 前の1

側所接種に比 し局 所 の発熱｡疹

痛 ・疲痒を若干強 く訴えたものも

ないではなかつ た が,頭 痛 ・発

熱 ・倦怠等の全身症状を起した例

は何等認められなかつた｡す なわ

ちK・P・T・ は0・T・ と同様に副

作用のないものと思われる｡
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第7回 実験

製造番 号210号

製造年月日 昭邸28年7月3日
接種年月日 昭和28年7月14日

被 検 者 鳳至郡柳田小｡中 学校生徒

lT.の

種 類

0.T.

K.P.T.

奨賛睡
陰 牲

側%天 爾 側%人 員1%倒

12sgl、壽7腓1§1

硬 結疑陽性 陽 性

ll麗
22185.3

22486.5

二重関
人串

叢 器i翻一器 調 「舞

葛 按

倦K・P・T・ の力 価 に関 す る成 績

は 略 く以 上 の如 くであ つ た が,今

本 邦 に お いて 柳 沢等 のP.P.D.,r・,

水 泡O .A.T.,丁 誌.を 比 較 検定 せ る最 近

の成 績 を参 照 す る に第8表 の如 く

で あ つ て,P.P,D.は0.1Yがom

と等 しい が,本 邦 の もの は いず れ

第3表K・PMO・2Y接 種者の発赤径の比較
一_

製 造
番 号

101 201 205 餅 ㎜ ㎜ 210 計
一

＼④の響
、、

発赤径＼
αT. KP.T. O.T. KP.T. 0｡T｡KP.T. 0.T. K.P.lr. 0.T. KP.IT｡ 0.T. KP.T｡ O.T. KP.T. 0.T.K

0～41212ユ9

5～910918

1(ン)14885564

15～199310670

20～24487045

25～29141628

30～34538

35～393414

40～44547

45～49627

50～54443

55～59325

60<262

計293293290

1525

1920

4736

8057

4038

261

915

88

1011

117

86

88

98

290255

6

5

5

2

6

3

6

5

0

2

4

1

2

7

1

2

7

8

2

1

1

62

22

17

認

藪

42

17

15

11

11

19

6

8

11

552

12

19

47

艇

騒

13

6

5

3

6

7

5

6

672

15

忽

拠

71

30

13

5

4

4

4

3

2

254

U

23

騒

四

娼

9

6

6

2

6

2

4

6

脳

20

ゐ

59

20

5

3

4

4

7

13

4

8

251

%

P

58

π

6

5

5

5

6

9

4

9

251

勿

14

49

61

妬

15

8

E

11

7

3

5

4

592

19

16

お

62

50

22

9

10

10

16

2

4

6

592

搬
燭
獅
認

姻
的

鵠
詔
⑳
,嬰

瞬

K.P、T.

116

122

326

530

327

109

53

49

45

66

381

35

53

(0.T.)M1±a1=19.5± 】2.83(KP.「T.)M2±e2=21.4士13.86

第4表K.PMO.1Y接 種成績

第1回 実験

製造番号101号

製造年月日 昭和26年10月18日
接種年月日 昭和28年2月18日,28日

被 検 者 珠洲郡小木町一般住民,珠 洲郡宝立町一般住民

M1～Mε
一=4.3>3γ

me・十mZ塞 露

もreit弱 く,0.2Y乃 至0.5γ でO・T・

と等 価 を示 して い る｡然 るにK・

P・T・ のO・T・ に対 す るRatio

は,7Lotsを 綜 合 す る と,0・2Yで

1.07,0.1γ で0.92で あ り,そ の

T.の

種 類

0.T.

K.P.T.

艘 恥tめ

272
0.88

陰 性

人員1%側%

疑陽竺_」 量」些_硬 結 二重発赤

人員移 側%

水 泡

人則%側%

雀 器ト羅 陽概1一署魏 遭1欝1一釜ト謡、
第2回 実験

製造番号201号

製造年 月日 昭和27年5月16日

接種年月日 昭1和27年12月15日

被 検 者 江沼郡教職員

悔

T.の

種 類 奨賛陣 障
£翻 勿8{｡i,綴器

疑瞬涯　傷コ匡繭 三重発赤 水 泡

損%圃%人 員図 人員1%倒%

認 盤 鷹 器1騰 窺1一孫i調 、ll…1

第3回 実験

製造番号205号

製造年月日 昭和27年10月7日

接種年月日 昭和27年12月16日

被 検 者 江沼郡教職員,江 沼郡食品業者

力 価 はP.P.D.に は若 干及 ばな い

が,本 邦 の 精 製 「ツ ベル ク リン」よ

りは遙 か に高価 で あ る とな し得 るG

KuangYuanLiu等 は,P・P・ 瑳

を同 一患 者 に各eO.02γ,0.2Y,

1.0γ,2.OY,5.OY注 射 して 硬結 を

計 測 した結 果 よ り,た だ1回 の

「ツベ ル ク リン」反応 検 査 で判 読 を

行う 場 合 は,P.P.D・ をO・2Y注

射す るのが 最 も適 当 で あ る と述 べ

て い る｡然 ら ば,結 核 予 防 法 に墓

く健 康診 断 及 び予 防接 種 に際 して

は,同 法 施 行 規 則 に よ り1回 の

「ツベ ル ク リン」反 応 検 査 で 判読 を

行 う故,こ れ等 に 際 して精 製 「ツ

一33一
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T.の

種 類 奨醤Rati・鑛 灘 撮 矧 響 人串
差翫12521

一・114.4

0.981114.4 }1ま欄
091,2

191.6

18573.4

18673.8 遷齢1一逸ト認
第4回 実験

製造番号207号

製造年月目 昭和28年3月20日

接 種年月日 昭智28年5月23日

被 検 者 珠洲郡小木小｡中 学校生徒

T.の

種 類

接種
人員

陰 牲 疑陽性 陽 性 二重発赤硬 結
融 側%側%側

%倒%人 員1%人員移

蓋 副251｡毯81一器 ト舞1銘 濡 橿 繋卜翻lil
第5回 実験

製造番号208号
製造年月日 昭和28年4月20日
接 種年月日 昭和28年5月27日

被 検 者 踪洲郡飯田小 ・中学校生徒

T.の

種 類

盤

接種
人員
Ratio

126・1 O｡96

陰 性

人員レ

疑陽性 陽 性 硬 結

側%刷%刷%側
」2ゴ」埴L簗 」塾2226;鯉
176.5!207.6225185｡9

15759｡9

14956.9

二重襟

鶉欄そ
第6回 実験
製造番号209号
製造年 月日 昭和28年3月3日
接種年月日 昭和28年6月18昭

被 検 者 鳳至郡南志見小 ・中学校生徒,鳳 至郡鵠巣申学校生徒

T.の

種 類

接種
人員
Ratio

疑蕩涯陰 性 陽 性 硬 結 ヒ重発赤

順%副%刷%倒%側%人 員移

差翫12521｡慧7圖 器 ト蓄1総閣 鵠 勝 揚
3915.5

3614.3

第7回 実験
製造番号210号
製造年月日 昭和28年7月3日
接種年月日 昭和28年7月14日
被 検 者 鳳至郡町野小｡中 学校生徒

T｡の

種 類

0.P.

K.P.T.

難Rati・

陰 性 疑陽性 陽 性 二重発赤硬 結

側%画%刷%刷%側%人 員μ

1257i｡翻 一器1器1一考陰…1鑑朧卜携1護ト器器

水 泡 ベルクリン」を使用 す る時 は・

O｡1Yを 注射するよりも,O・2Yを

注射す る方が適当と思 わ れ る｡

K.P.T.に おいては,a2Yを 使

用する方が0・1Yを 使 用するより

もLotの 如何による動揺が砂く,

且つO.2Yで は殆ん ど常にO・T・

よりも稽 く高価であるので,K水 泡

P.T｡の0.2Y接 種は 「ツベルク

リン」反応検査の目的に充分叶 う
0｡41

00も の であるといえる｡

結 論

B,C.G.接 種の影響を除外出来

る健康者3697人 について,精 製

「ツベルクリン」K.P｡T・ といわ泡

人艦 灘 黙 劾繍
O.8た ◎

1)7回 に渉 り新 製 せ ら れ た

K・P・T・の 力価 は,発 赤 で0.2Y/0.1

eeで6Lotsに お い て0.T.よ りも

嵯 か な が ら高 く,1Lotに お い て水 泡

等 価,O.IY/0,lecで は3Lotsに

お い てomと 略 ζ等 価,4Lot8

咽1…1に おいて幽 こ低価を示した.す

なわ ちO.2Y/O.1ccで はRatioが

1｡00か ら1.14の 間 に,O・1YIO・1

ccで はO.SSか ら0.99の 間 に

水 泡 あ つ た｡又 ・ 硬結 触 知 率 ・二 重 発

赤 発 生 率 ・水 泡 発 生 率 は,O・2YIO・1

20.8ccで は7Lets共KP・T・ の方 が

20・80m.よ り も稽t高 く,O.1YIO.1cc

第5表K.P.T.O.1Y接 種者 の発 赤 径 の比 較

製造番暑

＼T.の 種 類

発 赤 径 ＼＼ 、

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60<

計

101

｡.TjKp・T.

26
27

76

54

33

17

4

9

7

5

6

3

5

272

26

35

92

44

26

9

8

8

5

6

6

6

1

272

201 205

｡.T.1iK.P.T.i｡.T.IK,P.T.

26

10

41

艇

お

17

4

8

12

11

11

6

10

278}

24

16

73

69

20

14

11

13

8

12i
6i

4

8

278

207

0.T｡

11

10

86

54

24

25

11

11

5

7

4

2

2

252

KP.T.

6

6

1

6

0

6

9

4

5

6

3

2

1

5ゐ

禮正

ワ
嗣
ワ
8
ハ◎
3

確正

18

29

86

64

25

6

6

8

3

9

1

0

0

255

208 209 210

l
O.T.KP｡T.0!T.K｡P｡T.0.T.{KP.T.

1

22

17

8

61

81

51

10
2

5

6

2

5
4

5

572

16
9

56

83

50

17

3

4
2

6

5

3

3
257

計

O.T. K｡P.T.

129
124
459
492
247
99
36
46
57
35
40
30
34
1,828

136

138

551

458

195
96'48

56

28

21

20
1,828

(0.T｡)M1±ffi=19,7±13.14(K.P｡T｡)M2± σ2二18・4±12・28

M1～M2

ン司 柚r=al>3
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第6衷K・P.T・ 作 製 後 接 種 まで の

経 過 期 閥 とRatio.

O.2γ0.1Y

製 造 番 号

翻 繍 瞬i・ 縄 期 間IR.i,◎

101号 ・15月1.0616月0 .88

201号8月1・067月0 .86

209号3月1.003月0 .87

205号'2月1.082月0.98

207号St2月1.142月0,88

208号1月1・e71月0 .96

210号0月i1・070月0 ・99

第7表K・RT・ 作製 に要 した限外 濾

過 時 間 とRatio

製… 限朧 臨)
_讐 、Y

101号1921.060.88

205号 ・261.080.98

209号 ・261.000 .87

208号241.α70.96

207号201｡140｡S8

210号161 .070.99

201号121 ｡060.86

第8表O.T.2000倍(O.05mg)に 対 す る各 精

製 「ツベ ル ク リン」に よるRatio

人 体(48時 間)動 物

「ツ」の 注射 量 　

種 類(γ)第1回 簗2回 硬 結

鴇 非接種 合 併1聯
0.11.OO1.080.97

P.P｡D.0・21・101・191・080・680
.51.221.461.140.94

1.01.14

0.10.560.480.80

π0・20｡880・960.910.92

1:言1'011'180'95G:9?

0｡10｡47e.630.53

0A｡・T.0・20｡660｡930・640・540
・51・081・670.880.99

1.01.08

0.10.530.590.75

T-A-28:§9:§ 茎9:9§1:9i『9:91

1.Oi1.11

0.10.66e.35

T・4608:§8:夢 珪8:多8♀:器8:警

1・01・13io・84

(註)本 表 は,柳 沢謙 外4名 共 箸,精 製 「ツベ ル ク リ
ン」 の 力 価試 験 につ い て,(日 本 医 事薪 報 第1492号 掲

載)並 び に 「ツ ベル ク サ ン」に関 す る研 究,(文 部 省科

学 研 究 費 結 核研 究班 業 績 集 第1輯)よ り抜 葦 した

69

では3Lotsに おいて略 ヒ等しく,4工ot8においてK.P.T.

の方 がomよ りも煙かに低かつた｡

2)K・P・T・ 作製の際の限外濾過時間と力価の関係に

ついては・12時 間乃至26時 間という短時間の限外濾逼で

長時間濾過精製せるものに何等の遜色を認めなかつた0

3)K・P・T・ は長期間保存するも,そ の力価に低下を

来さない0

4)K・P・T・ は副作用を有 しない｡

5)K・pmの 力価を柳沢氏の精製「ヅベルクリン」の

力価に関する調査に徴して考察するとき,P.P｡D・ には

稻 ぐ及ばざりて,他 の本邦製精製「ッベルクリン」のそれ

を上廻るものがあるようである｡

摺筆するに当り終始御懇篤なる御指導と徽 閲を賜つ

た恩師昭置教投に深甚の謬意を捧げると共に,標 準 「ツ

ベルクリン」を分談下さつた国立予防衛生研究所柳沢主

任並びに種々御指導を賜つた当教室倉金講師に謝意を表

すo

交 献

1) R.J. Heckly and D.W.  Watson  : an improved 

   ultrafilration apparatus,  amer.  Rev. of Tbc., 

 63  : 718, 1951.

2)　 由利:O-aminophenol　 Azo-Tuberculin　 とOld

　 　 TuberculiRの 人体 に於 け る皮 膚反 応 に関 す る比

　 　 較 実 験,金 大 結 核 研 究 所年 報,8,I,85,1949.

3)柳 沢 ・浅 見:ツ ベ ル ク リン の 力価 試 験 に関 す る

　 　 研 究,結 核,27:62,1952.

4)柳 沢 外4:精 製 ツベ ル ク リ ン の 力価 試 験 に つ い

　 　 て,日 本 医事 新 報,1492,4036,1952.

5)　 ツベ ルレク リン に関す る研 究,丈 部 省 科 学研 究 費結

　 　 核 研 究班 業 績 集,第1輯.

6) Kuang Yuan Liu et  al.: The Suitable Dose 

   of Tuberculin for single test  Tuberculin 

   testing, Amer.  Rev. of Tbc.,  60: 483, 1949.

7)倉 金:精 製 ツベルクリン に就て,十 全医学会雑

　　誌,印 刷中

一 一 一35-一 一




